
年間授業計画

第四商業高等学校（１学年用）

 科目 単位

◆対象学年組：第 1 学年 A 組～ E組

◆使用教科書：

○ ○ ○ 6

○ ○ ○ 8

○ ○ 4

○ ○ ○ 4

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 8

〇 〇 2

〇 〇 〇 4

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 4

合計

54

３
学
期

音楽Ⅰ

【思考力、判断力、表現力等】：

【学びに向かう力、人間性等】：

 教科：

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高め音楽文化に親しみ、音楽によって生活や
社会を明るく豊かなものとしていく態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音
楽の多様性につい て理解するとともに、創意工夫を生かした音
楽表現をするために必要な技能を身に 付けるようにする。

自己のイメージを持って音楽表現を創意工
夫することや、音楽を評価しながら良さや
美しさを自ら味わって聴くことができるよ
うにする。

２
学
期

　A 歌唱実習（世界の音楽・芸術歌曲）
【知識及び技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわ
しい発声、言葉の発音、身体の使い方等の技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのよう
に歌うかについて表現意図を持って演奏できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心を持ち、主体的・協
働的に歌唱の学習活動に取り組む姿勢を養う。。

【指導事項・教材】
「サンタ・ルチア」「O sole mio」「Caro mio
ben」カンツォーネ、イタリア古典歌曲を通して
イタリアの音楽に触れる。
「野ばら」「君を愛す」ドイツリートの世界に触
れる。
「おおシャンゼリゼ」シャンソンの世界に触れ
る。
「小さな空」日本歌曲に親しむ。

【知識及び技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲に
ふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方等の技能を
身に付けられたか。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように歌うかについて表現意図を持って演奏で
きたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心を持ち、主体
的・協働的に歌唱の学習活動に取り組めたか。

【指導事項・教材等】
「バイエル教本」「らくらくピアノ」の他、プリ
ント教材により、音楽の基礎を学ばせる。

【知識・技能】
　音価を含む音符の読み方、書き方などの基礎知識を身
に付けられたか。また、その知識を歌唱やキーボード実
習に生かせたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽理論に興味を持ち、その知識を今後の自らの実習に
役立てる意識を持って主体的・積極的に学習活動に取り
組めたか。

１
学
期

A 歌唱実習(JPOPを中心に）
【知識及び技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な発声、体の使
い方などの技能を身に付け、発声の基本的なメカニズムを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのよう
に歌うかについて表現意図を持って演奏できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
発声のメカニズムや曲想と音楽構造や歌詞との関わりに関心を
持ち、主体的。協働的に歌唱実習に取り組む態度を培う。

【指導事項・教材等】
・「発声のためのトレーニング」発声練習を通し
て歌唱に必要な体の(使い方や、発声のメカニズ
ムを体験を通して学ばせる。・「発声の仕組みを
知ろう」発声のメカニズムを解説したプリントを
使い、より理論的な発声のメカニズムを学ばせ
る。・「翼を下さい」「やさしいあの子」「少年
時代」「ハナミズキ」二重唱によるハーモニーの
美しさを味わせ、発声の技術を向上させる。
・「Lemon」歌ったり聴き合ったりしながら、
曲想を音楽の構造や歌詞との関わりを理解させ、
イメージを持って音楽を形作っている要素の働か
せ方などを試行錯誤しながら表現を工夫させる。

【知識・技能】
　創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な発
声、体の使い方などの技能を身に付け、発声の基本的な
メカニズムを理解できているか。
【思考・判断・表現】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように歌うかについて表現意図を持って演奏で
きているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
発声のメカニズムや曲想と音楽構造や歌詞との関わりに
関心を持ち、主体的。協働的に歌唱実習に取り組めてい
るか。

B キーボード基礎実習
【知識及び技能】
鍵盤楽器の演奏に必要な基礎技能や奏法の知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのよう
に演奏するのかについて表現意図を持って演奏できるようにす
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
鍵盤楽器の奏法や技能の向上に主体的に取り組む態度を培う。
また技能向上にあたり、自分に合わせた練習方法を工夫しなが
ら積極的に取り組む態度を養う。

C 音楽理論基礎
【知識及び技能】
　音価を含む音符の読み方、書き方などの基礎知識を身に付
け、歌唱やキーボード実習に生かせるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽理論に興味を持ち、その知識を今後の自らの実習に役立て
る意識を持たせ主体的・積極的に学習活動に取り組む姿勢を培
う。

D 鑑賞（オーケストラ曲）
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴
と作曲家の意図や文化的歴史的背景、他の芸術との関わりにつ
いて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を構成する要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受した事との関わりについて考えるととも
に、曲に対する評価とその根拠について考え、音楽の良さや美
しさを自ら味わって聞くことができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴
と文化的・歴史的背景、他の芸との関わりについて関心を持
ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組む態度を養う。

【知識・技能】
　鍵盤楽器の演奏に必要な基礎技能や奏法の知識を身に
付けられているか。
【思考・判断・表現】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように演奏するのかについて表現意図を持って
演奏できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
鍵盤楽器の奏法や技能の向上に主体的に取り組めたか。
また技能向上にあたり、自分に合わせた練習方法を工夫
しながら積極的に取り組めたか。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

【 知　識　及　び　技　能 】：

配当
時数

知 思 態

◆科目の目標：

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

B キーボード応用実習
【知識及び技能】
1学期に身に付けた基礎をもとに、その技能を更に向上させ発
展させる。また、個々のレベルに合わせた伴奏付けを行い、こ
れまでに学んだ音楽理論の基礎知識を活用し実践することで、
学びを定着させる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのよう
に演奏するのかについて表現意図を持って演奏できるようにす
る。また、それぞれのメロディーについてどの和声がふさわし
いか考え自ら選び、個人の個性を生かした作品を作らせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
鍵盤楽器の奏法や技能の向上に主体的に取り組む態度を培う。
また技能向上にあたり、自分に合わせた練習方法を工夫しなが
ら積極的に取り組む態度を養う。

【指導事項・教材】
「らくらくピアノ」を学びながら個々に希望の曲
を使い、伴奏付けを行う。

C 音楽理論コードネーム基礎
【知識及び技能】
コードネームの基礎知識を学び、ピアノ実技の際に自ら伴奏付
けができるように知識と理論を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
コードネームに興味を持ち、その知識を今後の自らの実習に役
立てる意識を持たせ主体的・積極的に学習活動に取り組む姿勢
を培う。

【指導事項・教材】
「はじめてのピアノ伴奏入門」プリント教材と併
用しながら学習させる。

【指導事項・教材等】
「展覧会の絵」

芸術

◆教科の目標：

MOUSA①(ムーサ)

【知識及び技能】
過去に身に付けた基礎をもとに、その技能を更に向上さ
せ発展させられているか。また、個々のレベルに合わせ
た伴奏付けを行い、これまでに学んだ音楽理論の基礎知
識を活用し実践することで、学びを定着しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように演奏するのかについて表現意図を持って
演奏できているか。また、それぞれのメロディーについ
てどの和声がふさわしいか考え自ら選び、個人の個性を
生かした作品を作れたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
鍵盤楽器の奏法や技能の向上に主体的に取り組めたか。
また技能向上にあたり、自分に合わせた練習方法を工夫
しながら積極的に取り組めたか。

【知識及び技能】
コードネームの基礎知識を学び、ピアノ実技の際に自ら
伴奏付けができるように知識と理論を身に付けられた
か。
【主体的に学習に取り組む態度】
コードネームに興味を持ち、その知識を今後の自らの実
習に役立てる意識を持たせ主体的・積極的に学習活動に
取り組めたか。

【知識・技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽
の特徴と作曲家の意図や文化的歴史的背景、他の芸術と
の関わりについて理解できたか。
【思考・判断・表現】
音楽を構成する要素を知覚し、それらの働きを感受しな
がら、知覚したことと感受した事との関わりについて考
えるとともに、曲に対する評価とその根拠について考
え、音楽の良さや美しさを自ら味わって聞くことができ
たか。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽
の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸との関わりについ
て関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り
組めたか。

【指導事項・教材等】
「バイエル教本」「らくらくピアノ　For
kids」「ピアノピース」等　1学期では基本的な
鍵盤楽器の奏法の基礎を身に付けさせる。鍵盤と
両手の指番号の関係、ト音記号やヘ音記号、音符
の長さ等の基礎を身に付けさせ、個々のレベルに
合わせた両手での演奏を修得させる。

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【指導事項・教材】
「ジャンニスキッキ」

【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽
の特徴と作曲家の意図や文化的歴史的背景、他の芸術と
の関わりについて理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を構成する要素を知覚し、それらの働きを感受しな
がら、知覚したことと感受した事との関わりについて考
えるとともに、曲に対する評価とその根拠について考
え、音楽の良さや美しさを自ら味わって聞けたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽
の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸との関わりについ
て関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り
組めたか。

B 鑑賞（オペラ）
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴
と作曲家の意図や文化的歴史的背景、他の芸術との関わりにつ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を構成する要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受した事との関わりについて考えるととも
に、曲に対する評価とその根拠について考え、音楽の良さや美
しさを自ら味わって聞くことができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴
と文化的・歴史的背景、他の芸との関わりについて関心を持
ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組む態度を養う。

D 鑑賞（ミュージカル・バレエ）
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴
と作曲家の意図や文化的歴史的背景、他の芸術との関わりにつ
いて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を構成する要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受した事との関わりについて考えるととも
に、曲に対する評価とその根拠について考え、音楽の良さや美
しさを自ら味わって聞くことができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴
と文化的・歴史的背景、他の芸との関わりについて関心を持
ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組む態度を養う。

 【指導事項・教材】
・「オペラ座の怪人」ミュージカルとオペラの違
いについて学び、ミュージカル作品に親しみ愛好
する心を養う。・「くるみ割り人形」バレエ音楽
について学び、他の芸術との関わりや、他国の文
化を学ぶ。

【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽
の特徴と作曲家の意図や文化的歴史的背景、他の芸術と
の関わりについて理解できているか。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を構成する要素を知覚し、それらの働きを感受しな
がら、知覚したことと感受した事との関わりについて考
えるとともに、曲に対する評価とその根拠について考
え、音楽の良さや美しさを自ら味わって聞くことができ
たか。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽
の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸との関わりについ
て関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り
組むめたか。

A カップス実習
【知識及び技能】
創意工夫を生かしたリズム表現をするための技能と知識を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しながら、曲
に合わせた独自のリズムとそれに合わせた動きを創作できるよ
うにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に仲間と考えや発想を話し合い、積極的に作品
作りや練習に取組む態度を養う。

【指導事項・教材】
プリント教材と動画でカップスの基本動作を練習
する。創作部分においてはタブレットを活用し、
youtubeなどから各班で好きな音楽を選び、そ
れを教材として活用する。

【知識及び技能】
創意工夫を生かしたリズム表現をするための技能と知識
を身に付けられているか。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の構成や曲想を知覚し、それらの働きをを感受しなが
ら、曲に合わせた独自のリズムとそれに合わせた動きを
創作できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に仲間と考えや発想を話し合い、積極的
に作品作りや練習に取組めたか。


